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ラットの外側膝状体(LGB) には主細胞(P細胞)と介在細胞( 1 細胞)の二型が区別され，前者は視
覚インパルスの中高齢田胞であり，後者は前者に対する抑制ニューロンであるとされている。中脳網様
体の賦活刺激によって LGB のシナプス伝達が促進されることはすでに知られていたが，近年，その
促進効果はP細胞に対する直接作用ではなく， 1 細胞の抑制による P細胞の脱抑制が原因であること




核系の代表として正中核群( Thalamic Midline Nuclei )をえらび，その低頻度刺激がP および I 細胞の
活動に対していかなる影響を与えるかを検討したものである。
〔実験方法〕
実験にはウレタン (lg /kg) で麻酔した体重200-300g のラットを使用した。視神経交叉(OC) およ
び正中核 (M1D) には双極電極を挿入して，単発短形パルスによってそれらを刺激した。 LGB 単一ニ
ューロン活動は 3MKCIを充填したガラス電極を用いて細胞外誘導により記録された。
〔鶏食成績〕
1) P細胞。 1) P細胞は oc 刺激によりまず短潜時(10 msec 以下)の単一放電(1nitial Spike, 1S ) 
で応答し，その後少なくとも 150 msec の自発放電の抑制があり，それにつづいて2-5 スパイクからな
???
る後放電(Late Discharge, LD )が出現する。 M1D刺激では oc刺激で見られるような短潜時の放電は
誘発されなかった。 2)M1D刺激のあとには oc刺激効果の抑制が見られた。 oc刺激による 1Sの抑
制は M1D刺激後ほぼ20msec より始まり， 50-100msec で最大に達し， 200-300msec で消失したO
3) M1D 低頻度刺激でP細胞の自発放電は抑制された。 4) OC刺激による LD の出現は一般に抑制後
のはねかえり興奮( rebound excitation )によるものとみなされている。 M1D 刺激 oc刺激による LD に影
響を与えた。すなわちその出現を強め，また潜時を平均15%延長させた。 5)微小電極を細胞に十分
に近づけると， OC刺激により 1S につづいて長い持続の陽性波(p 波)の起るのが認められる。 p波は
細胞外誘導により記録された抑制性シナプス電位と見なされる反応である。 M1D刺激は 1S を出現さ
せることなく P波を起こさせ，また P波終了と同時にはねかえり興奮による放電を出現させた。
II) 1 細胞。 1) 1 細胞は OC 刺激によってまず短潜時の群放電を，さらに自発放電の抑制につづい
て，頻発する群放電を示す。 M1D刺激に対する応答もこれとまったく同じであった。 2)M1D と OC か
ら同一 I 細胞に入力が収飲していることが確かめられた。 3)M1D刺激を調節して抑制相のみを顕在
化させることが出来た。 4) 1 細胞の自発放電は， M1D の刺激頻度を高めるにつれて，強く抑制され
るようになった。
〔総括〕
M1D はいわゆる視床非特核群に含まれる核群である。その低頻度刺激によって LGB の P細胞が抑
制され， 1 細胞が促進される。従って， 1) LGB における視覚インパルスの伝達に対して，視床非特殊
核系のおよぼす作用は一般的に抑制的で、あると言えよう。 2) その機序は I 細胞の興奮による P細胞
のシナプス後抑制であると結論される。この考えと，中脳網様体系による促進作用が I 細胞の抑制に
もとづくとの考えを合せると，以下の結論に導びかれる。すなわち， LGB でのシナプス伝達の神経的
調節は，促進作用・抑制作用のいかんを問わず，いつも抑制細胞が直接の標的となって行なわれる。
論文の審査結果の要旨
視床の正中核群は，非特殊投身す系に属するものとして，一般に脳活動に対して抑制作用をもっとさ
れている。この論文は，ラットを用しヘ正中核群の電気刺激が外側膝状体のシナプス伝達に対し，い
かなる効果をもつかを検討した実験を記載している。膝状体の主細胞の誘発放電(視神経刺激による)
と自発放電は，正中核刺激によって明瞭に抑制されるとともに，介在細胞は同一の刺激によって促進
作用を受ける。介在細胞は抑制ニューロンであるとの想定があるので，正中核刺激によるその促進は，
直ちに主細胞の抑制となってあらわれるであろうと解釈できる。
本論文は，視床における視覚インパルスの伝達調節の機序の一面を明らかにしたもので，医学博士
の学位を授与するに相当する。
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